
ITSpiral 第 2 回運営委員会 議事録 
 
日時：2006 年 11 月 14 日 16:30～18:30 
場所：大阪大学 中之島センター9 階会議室 
    
出席者（敬称略、順不同） 
鰺坂（和歌山大），中本（兵庫県立大），佐藤，沢田（京大）， 
飯田，岡田，松本（奈良先端大），荻原（高知工科大），井上，楠本，吉田（阪大）， 
上原（神戸大），深海，佐野（大阪工大），大西（立命館大），宗平（オージス総研）， 
吉野，崎山(NTT データ)，津田，小島（日立システムアンドサービス）， 
志水（千里国際情報事業財団） 
 
配付資料 
2006-2-1 議事案 
2006-2-2 前回議事録 
2006-2-3 基礎ソフトウェア工学科目群 
2006-2-4 先端ソフトウェア工学科目群 
2006-2-5 実践プロジェクト管理 
2006-2-6 実践ソフトウェア開発論/演習 
2006-2-7 先端ソフトウェア工学科目群（NAIST） 
2006-2-8 新聞記事 
2006-2-9 IT Spiral ロゴ 
2006-2-10 作業リスト 
2006-2-11 作業関連図 
2006-2-12 名簿 
2006-2-13 訂正表 
2006-2-14 SWEBOK の Chapter 名 
2006-2-15 SWEBOK の Chapter 名と各大学の先端科目の対応 
 
１．前回議事録確認，配布資料確認（井上） 
 
 2． 基礎ソフトウェア工学科目群について（井上） 
 各大学で 2 科目（4 単位分）を選定してもらう． 
 変更してもらうことも可能．変更する場合は，事務局まで連絡する． 
 各大学で IT Spiral の説明を学生にする時までに fix する． 
  



３．先端ソフトウェア工学科目群について（沢田） 
    2006-2-14，2006-2-15 の紹介． 
  11 月末までで内容の調整，京大での撮影スケジューリングをする． 
  パワーポイントのテンプレートを全大学で揃える方が見栄えがよい(飯田先生担当)． 
  ビデオの長さはおまかせ．例えば，60 分ビデオで，30 分を演習とする等． 
 
４．実践ソフトウェア構築科目群について（津田） 

(1) 資料 2006-2-5「実践プロジェクト管理」の紹介． 
（依頼事項） 

 プロジェクト終了後各大学で本講座を継続開催するかどうかの方針を決める必要がある． 
各大学で検討する． 

 
 (2) 資料 2006-2-6「実践ソフトウェア開発論/演習」の紹介 

（依頼事項） 
各大学専任教員の育成方法について各大学で検討する． 

  
 (3) 教育の効果測定 
 講座開始/修了時に試験をする． 
 
 (4) 講義・演習の補助の依頼 
 2 名専任をつけて欲しい．基本的に，各大学から出てくる教員が担当する． 
 
５．ITSpiral の評価とコース認定について（井上） 
   評価 WG を幹事会メンバーで行う． 
   プログラム開始/後で試験的なものをする． 
   単位情報を阪大に集約してもらう． 
  
６．教材開発 WG１（鯵坂） 
   教材開発の支援業務について RFP を公募している． 
 11 月末には作業できるようにする． 
 阪大の処理を進める（楠本が主に担当）． 
 教材の内容についてプロセスが弱い（教材開発 WG２で検討事項）． 

 
 ７．各大学院での準備状況 

事務との協議，学生派遣（旅費），予算の執行状況 
  学生の交通費は阪大でだす予定． 



（阪大）予算の執行・ビデオ撮影進まず．事務とは協議している．阪大は助教を雇う予

定． 
 （奈良）協定も順調に進んでいる．特認教授を 11 月から採用中．助教の採用は未定． 
 （京大）単位互換は問題無い．基礎科目等の指定等には教務委員会で調査中．学生は 6
人程度可能．助教の採用は未定． 
 （立命館）単位認定の件は問題なさそう．予算について 
  （神戸）来年度大学院改組が決まっている．IT Spiral 科目をどうするか．助教の採用は

未定． 
 （大工大）特に問題無し． 
 （兵庫）諸謝金は人件費でよいか？（よい．事務に確認済み：IT スペシャリストの取扱

要領 p.4 参照） 
 （和歌山）事務補佐員（派遣）が昨日から来た．協定書も問題無い．助教を 1 名雇う予

定． 
 （高知）11 月 1 日から助手を採用．1，2 名学生は来る予定．ビデオ科目を新設した． 
 
８．広報活動の現状（井上） 

朝日新聞に掲載された． 
ロゴマークを飯田先生が作った．  

  
 9.  予算の執行について（楠本） 
   各大学の配分額を確認の上，先生方より執行していただく． 
     推奨パソコンのスペック，ソフトウェアを通知する． 
 
 
10. 来年度以降の展開に関して （井上） 
     来年度の採用計画 
     将来の授業の展開計画 
 
 11. 次回以降の運営委員会、外部評価委員会の予定について （井上） 
 3/8 午後 2 時 30 分から 4 時 30 分．早稲田大学大久保キャンパス開催される IT スペシ

ャリスト育成関連パネルへの出席が依頼された． 
 
次回予定： 
12/13(水) 16:30～   大阪大学中之島センター9 階会議室 
  
 


